
平成29年度裾野市一般会計決算の概要

歳入決算額

歳出決算額

歳入歳出差引額

実質収支額

(単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%） 備　　　考

10,384,950 10,894,905 △ 509,955 △ 4.7 

3,233,996 3,270,753 △ 36,757 △ 1.1 

1,137,254 1,647,356 △ 510,102 △ 31.0 

5,117,348 5,056,269 61,079 1.2 

129,311 125,692 3,619 2.9 

354,575 386,590 △ 32,015 △ 8.3 

412,466 408,245 4,221 1.0 
充当状況は、主要事務事業
調書附表6を参照

 地方譲与税 175,593 175,309 284 0.2 

1,070,954 1,034,188 36,766 3.6 

 地方交付税 64,554 63,196 1,358 2.1 

 国庫支出金 2,482,390 2,861,902 △ 379,512 △ 13.3 

977,908 915,018 62,890 6.9 

77,574 95,615 △ 18,041 △ 18.9 

991,902 939,360 52,542 5.6 

100,000 230,000 △ 130,000 △ 56.5 

838,197 683,746 154,451 22.6 

333,743 772,936 △ 439,193 △ 56.8 

1,023,149 1,690,525 △ 667,376 △ 39.5 

1,451,100 1,124,600 326,500 29.0 

歳入の主な項目

区   分

 市　税

  個人市民税

  法人市民税

 繰入金

  固定資産税(交付金含)

  軽自動車税

  市たばこ税

  都市計画税

　都市施設建設基金繰入金

 地方消費税交付金

 財産収入

　財政調整基金繰入金

 繰越金

 市　債

 諸収入

 県支出金

歳入・歳出の特徴  
  
○歳入決算額は、対前年比 △6.7％、1,460,548千円の減となった。 
 主な増額要因：県支出金が地域産業立地促進事業費補助金の増等により62,890千円の増、市債が深良
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰﾘﾆｭｰｱﾙ事業や福祉保健会館改修事業等により326,500千円の増となった。 
 主な減額要因：自動車製造関連企業の税収減等により法人市民税が510,102千円の減、国庫支出金が
市民体育館改修事業の完了等により379,512千円の減、繰越金が繰越明許費の減等により439,193千円
の減となった。 
 
○歳出決算額は、対前年比 △7.2％、1,523,198千円の減、執行率は94.9％となった。 
 主な増額要因：商工費が企業立地促進事業費補助金の増等により8,393千円の増、公債費が元利償還
金の増により166,399千円の増となった。 
 主な減額要因：総務費が償還金の減等により106,550千円の減、土木費が土地区画整理事業の減等に
より294,185千円の減、消防費が富士山单東消防組合への人件費負担金の廃止等により544,378千円の
減、教育費が市民体育館改修事業の完了等により、308,284千円の減となった。       

翌年度へ繰り越すべき財源 
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歳出の主な項目
□　款別経費の特色 (単位：千円、％）

区   分 29年度 28年度 増減額 増減率（%）

議　会　費 197,993 204,005 △ 6,012 △ 2.9 

総　務　費 2,368,322 2,474,872 △ 106,550 △ 4.3 

民　生　費 5,564,192 5,590,154 △ 25,962 △ 0.5 

衛　生　費 2,377,610 2,412,776 △ 35,166 △ 1.5 

労　働　費 584,624 688,368 △ 103,744 △ 15.1 

農林水産業費 369,163 382,208 △ 13,045 △ 3.4 

商　工　費 247,184 238,790 8,394 3.5 

土　木　費 2,606,219 2,900,404 △ 294,185 △ 10.1 

消　防　費 830,266 1,374,644 △ 544,378 △ 39.6 

教　育　費 2,491,755 2,800,039 △ 308,284 △ 11.0 

諸 支 出 金 154,612 415,277 △ 260,665 △ 62.8 

公　債　費 1,908,702 1,742,303 166,399 9.6 

□　性質別経費の特色 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

 物　件　費 3,712,685 3,803,469 △ 90,784 △ 2.4 

 維持補修費 158,047 188,984 △ 30,937 △ 16.4 

 扶  助  費 3,632,050 3,626,378 5,672 0.2 

 補 助 費 等 2,081,022 2,221,997 △ 140,975 △ 6.3 

 普通建設事業費 2,698,528 3,236,845 △ 538,317 △ 16.6 

   うち補助分 841,743 1,161,867 △ 320,124 △ 27.6 

   うち単独分 1,796,836 1,930,227 △ 133,391 △ 6.9 

 積　立　金 158,828 422,630 △ 263,802 △ 62.4 

□　各種会計決算総括表 (単位：千円)

歳入 歳出 歳入歳出差引額 実質収支額 備　　　考

一般会計 20,367,035 19,700,642 666,393 624,494

特別会計 10,698,005 10,111,995 586,010 586,010

  国民健康保険 5,701,596 5,263,371 438,225 438,225

  後期高齢者医療 507,191 501,714 5,477 5,477

  介護保険 3,359,487 3,220,216 139,271 139,271

  土地取得 301 300 1 1

  十里木高原簡易水道 43,062 43,061 1 1

  下水道事業 1,038,701 1,038,701 0 0

  墓地事業 47,667 44,632 3,035 3,035

合　　　計 31,065,040 29,812,637 1,252,403 1,210,504

決算額 備　　　考

水道事業会計 収益的 収入 999,959

支出 718,150

資本的 収入 46,924

支出 335,084

地方債及び基金現在高

29年度 28年度 増減額 　　　　備 　考 29年度 市民1人あたり

地方債 19,319,983 19,578,685 △ 258,702 369,181 円

基金 8,428,899 8,961,868 △ 532,969 161,066 円

　うち財政調整基金 4,810,187 5,376,184 △ 565,997 91,917 円

　うち都市施設建設基金 2,061,544 2,113,063 △ 51,519 39,394 円

平成30年3月31日現在　住民基本台帳人口 52,332 人

主な増減理由

賃金､委託料の減など

備品購入費の減など

過誤納市税還付金の減など

臨時福祉給付金事業費の減など

裾野市長泉町衛生施設組合負担金の減など

勤労者住宅建設資金貸付金の減など

企業立地促進事業費の増など

屋上緑化推進交付金の減など

富士山单東消防組合分人件費の減など

土地区画整理事業の減など

元利償還金の増

主な増減理由

土地区画整理事業の減など

体育施設等改修工事の減など

都市施設建設基金等の積立金の減など

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額288,160千円
は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消
費税資本的収支調整額で補てんした。

道路橋梁費の減など

公立保育園給付費の増など

過誤納市税還付金の減など

市民体育館改修事業の減など

都市施設建設基金等の積立金の減など

2



平成29年度裾野市特別会計決算の概要

◆　国民健康保険特別会計
歳入決算額 5,701,596千円 （ 対前年度比 △3.4% △200,669千円 )
歳出決算額 5,263,371千円 （ 対前年度比 △5.5% △303,674千円 )
歳出執行率 96.2%

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

国保税 1,164,675 1,219,214 △ 54,539 △ 4.5

国庫支出金 974,419 970,518 3,901 0.4

療養給付費等交付金 66,128 158,329 △ 92,201 △ 58.2

繰入金 324,993 364,317 △ 39,324 △ 10.8

他会計繰入金 324,993 364,317 △ 39,324 △ 10.8

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

保険給付費 3,206,764 3,407,966 △ 201,202 △ 5.9

介護納付金 214,453 235,719 △ 21,266 △ 9.0

共同事業拠出金 1,076,921 1,152,618 △ 75,697 △ 6.6

保健事業費 53,095 55,525 △ 2,430 △ 4.4

◆　後期高齢者医療事業特別会計
歳入決算額 507,191千円 （ 対前年度比 5.7% 27,327千円 )
歳出決算額 501,714千円 （ 対前年度比 5.2% 24,944千円 )
歳出執行率 98.5%

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

保険料 434,487 411,055 23,432 5.7

繰入金 67,772 62,637 5,135 8.2

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

広域連合納付金 501,094 476,166 24,928 5.2

◆　介護保険特別会計
歳入決算額 3,359,487千円 （ 対前年度比 5.1% 162,679千円 )
歳出決算額 3,220,216千円 （ 対前年度比 7.1% 214,127千円 )
歳出執行率 94.2%

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

保険料 805,166 787,541 17,625 2.2

国庫支出金 577,026 590,939 △ 13,913 △ 2.4

支払基金交付金 779,362 756,670 22,692 3.0

県支出金 500,415 433,477 66,938 15.4

繰入金 502,015 497,327 4,688 0.9

一般会計繰入金 488,015 485,327 2,688 0.6

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

総務費 178,570 130,386 48,184 37.0

保険給付費 2,728,705 2,691,539 37,166 1.4

地域支援事業費 98,806 53,275 45,531 85.5

3



◆　土地取得特別会計
歳入決算額 301千円 （ 対前年度比 △67.3% △619千円 )
歳出決算額 300千円 （ 対前年度比 △67.4% △619千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

財産収入 300 919 △ 619 △ 67.4

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

用地取得費 300 919 △ 619 △ 67.4

◆　十里木高原簡易水道特別会計
歳入決算額 43,062千円 （ 対前年度比 △13.3% △6,617千円 )
歳出決算額 43,061千円 （ 対前年度比 △13.3% △6,617千円 )

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

使用料 31,277 31,135 142 0.5

分担金及び負担金 216 108 108 100.0

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

水道管理費 42,902 49,519 △ 6,617 △ 13.4

◆　下水道事業特別会計
歳入決算額 1,038,701千円 （ 対前年度比 △9.4% △108,345千円 )
歳出決算額 1,038,701千円 （ 対前年度比 △9.4% △107,619千円 )
歳出執行率 87.2%

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

分担金及び負担金 29,921 43,996 △ 14,075 △ 32.0

使用料及び手数料 189,533 194,379 △ 4,846 △ 2.5

国庫支出金 138,850 127,350 11,500 9.0

繰入金 451,403 491,109 △ 39,706 △ 8.1

市債 224,300 289,100 △ 64,800 △ 22.4

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

事業費 655,237 686,013 △ 30,776 △ 4.5

公共下水道事業費 394,733 433,395 △ 38,662 △ 8.9

流域下水道事業費 18,528 16,119 2,409 14.9

総務管理費 223,794 212,209 11,585 5.5

公債費 383,464 460,307 △ 76,843 △ 16.7

◆　墓地事業特別会計
歳入決算額 47,667千円 （ 対前年度比 2.7% 1,233千円 )
歳出決算額 44,632千円 （ 対前年度比 2.5% 1,095千円 )
歳出執行率 93.0%

歳入の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

事業収入 20,875 23,416 △ 2,541 △ 10.9

繰入金 21,873 18,673 3,200 17.1

市債 2,000 2,000 0 0.0

歳出の主な項目 (単位：千円、％）

29年度 28年度 増減額 増減率（%）

墓地事業費 6,337 5,980 357 6.0

公債費 38,294 37,557 737 2.0
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主要事業の概要

１．だれもが将来にわたってすこやかに暮らせる健康と福祉の「すその」 (卖位：千円)

№ 区分 事務事業名 事業概要 決算額
事業
コード 備　　考

1 継続 ﾍﾙｼｰﾊﾟｰｸ裾野管理運営費
ﾍﾙｼｰﾊﾟｰｸ裾野を指定管理者に委託することにより効率的な管理
運営を図った。

25,052 0338

2 継続 ﾍﾙｼｰﾊﾟｰｸ裾野修繕事業 ﾍﾙｼｰﾊﾟｰｸ裾野の経年劣化箇所に係る修繕工事を実施した。 8,510 0338

3 新規
ﾍﾙｼｰﾊﾟｰｸ裾野無料送迎ﾊﾞｽ運行
事業

盗難被害に遭った送迎バス2台について、代替車両を確保し、施
設利用者の利便性維持を図った。

8,623 0338
【第2回補正】
【第5回補正】

4 新規 こころの健康づくり事業
うつ・自殺予防対策の一環として健康相談・ゲートキーパーの養
成・講演会等を実施し、自身がこころの健康を見直すとともに、正
しい知識の普及や人材育成に努めた。

597 0401

5 新規
母子保健事業費
（新生児聴覚検査助成事業）

聴覚障害の早期発見・早期療育を図るため新生児を対象とした聴
覚検査について費用助成を行った。

1,495 0402

6 継続 母子保健事業費
妊娠から出産、育児まで一貫して安心安全に暮らせるため、相
談・訪問・各種健康診査等の事業を実施した。

57,675 0402

7 継続
母子保健事業費
（不妊治療費助成事業）

不妊・不育症治療費の経済的負担の軽減を図るため、治療費の
一部助成を行った。

12,137 0402

8 継続 すその健康ﾏｲﾚｰｼﾞ事業
市民の健康づくりへの意識向上を図るため、「健康ﾏｲﾚｰｼﾞ」ﾎﾟｲﾝﾄ
制度を導入し、ﾎﾟｲﾝﾄ達成者に対し記念品を提供した。

417 0406

9 継続 福祉保健会館管理事業 福祉保健会館の維持管理を実施した。 42,552 0409

10 継続 予防接種事業 定期予防接種及び行政措置予防接種を実施した。 153,077 0410

11 継続 各種がん検診事業 早期発見、早期治療に向けて、成人各種がん検診等を実施した。 206,600 0425

12
主要
継続

健康づくり推進事業
地域保健事業推進及び活性化のため、①地域保健委員活動事
業・②地域保健委員OB会活動事業・③食生活推進協議会事業を
実施した。

1,157 0425

13 継続 子育て支援情報発信事業
子育て世代が持つ、子育てに対する不安や孤立感を解消するた
め、行政と市民で情報の双方向性を持てるｽﾏｰﾄﾌｫﾝのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮ
ﾝを更に充実させ、子育て支援を行った。

1,679 0237

14 継続 こども医療費助成事業
保護者の負担軽減を図り小中学生の健やかな成長に寄与するた
め医療費を助成した。

108,865 0340

15 継続 児童手当事業
生活の安定、次代を担う児童の健全育成、資質の向上を目的とし
て手当を支給した。

904,511 0340

16 継続 乳幼児医療費助成事業
保護者の負担軽減を図り乳幼児の健やかな成長に寄与するため
医療費を助成した。

106,572 0340

17 継続 未熟児養育医療費助成事業 入院療法を必要とする未熟児に対して医療費を助成した。 1,035 0340

18 新規 高校生等医療費助成事業

切れ目ない子育て支援を充実させ、「子育てにやさしいまち」とし
ての魅力を感じてもらい、併せて子育て期の経済的負担を軽減す
ることを目的に、医療費助成を平成30年度から高校生等まで拡大
するため医療費助成システムの改修及び受給者証作成・郵送を
実施した。

1,618 0340 【第2回補正】

19
主要
継続

子育て支援講座開催事業
(みらいのﾊﾟﾊﾟﾏﾏｽｸｰﾙ事業)

若年層に対する「結婚から育児まで」の意識を高め、将来「親」と
なることの大切さを理解してもらうため、中学生を対象に結婚・妊
娠・出産・育児について学ぶ「みらいのﾊﾟﾊﾟﾏﾏｽｸｰﾙ」を開催した。

380 0340

20
主要
継続

地域における子育て支援体制強
化事業（子育て支援サポーター養
成事業）

子育て支援員をイベントに配置することに加えて、保健師と連携
の下、家庭訪問を実施し、母親の孤立感や育児不安の解消に努
めた。また、同時に、地域社会で気軽に相談できる相手を増やす
ため、子育て支援サポーター養成も実施した。

198 0340

21 継続 放課後児童健全育成事業
昼間保護者がいない家庭の児童を預かることにより安全で豊かな
放課後生活を確保するため、各小学校で放課後児童室を開室し
た。

35,573 0341

22
主要
新規

夏季限定放課後児童対策事業
東小・向田小の3年生以上の児童を対象に、夏休み期間限定の
放課後児童室を試行的に開室し、30名の児童の受け入れを行っ
た。

800 0341

23 新規
西小学校第二放課後児童室開室
事業

新年度当初待機児童が発生していた西小学校において、第二放
課後児童室を開設した。

3,301 0341 【第1回補正】

24
主要
継続

認証保育所運営補助事業
子育て環境を整備するため、市内の認可外保育所施設のうち、一
定の基準を満たす施設を認証し、運営費を補助した。

8,000 0345
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25 継続 公立保育園運営事業 公立保育園の運営、施設の管理を行った。 122,851 0345

26 継続 私立保育園運営事業 私立保育園の運営に対して補助を行った。 528,665 0345

27 継続 特別保育事業等補助金交付事業
特別保育等を実施する私立保育園に対して事業費の補助を行っ
た。

61,672 0345

28 新規 小規模保育所施設整備事業

　待機児童解消対策の充実を図るため、小規模保育所の施設整
備費を補助した。
　＊小規模保育所Ａ型
　　　・対象年齢：0～2歳児
　　　・定　　　員：19名
　　　・開所予定：平成30年4月
　　　・開所場所：西地区（予定）

14,978 0345 【第3回補正】

29
主要
継続

多子世帯子育て支援事業
多子世帯の子育てを支援するため、保育園、幼稚園の利用者負
担額を第二子半額、第三子以降無料にしている。

71,771
0345
1045

30 継続 児童館改修事業
児童が安心かつ快適に活動できる環境整備を図るため、ふるさと
納税による寄附金を活用し、北児童館遊戯場の床の改修工事を
実施した。

648 0355
【繰越明許費：

648千円】
【第7回補正】

31 継続 児童扶養手当支給事業
一人親家庭等の生活安定に寄与するとともに次代を担う児童の
健全育成及び資質の向上のために扶養手当を支給した。

135,319 0360

32 継続 母子家庭等医療費助成事業
一人親家庭の負担軽減を図り児童の健やかな成長に寄与するた
め医療費を助成した。

6,547 0360

33 継続 母子家庭等自立支援事業
ひとり親家庭の母または父が自立に向けて就業に有利となる資
格取得に係る経費等を支給した。

907 0360

34 新規 利用者支援事業
妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保健や育児に関する
様々な悩みや心配事に対応するため保健師等が相談支援を実施
し切れ目ない支援体制を構築した。

1,122 0402

35 継続 公立幼稚園運営事業 公立幼稚園の運営、施設の管理を行った。 35,306 1045

36 継続
裾野市私立幼稚園授業料等負担
軽減事業費補助金

私立幼稚園の保護者の経済的負担を軽減するため授業料・施設
設備費補助を行った。

11,592 1045

37
将来
継続

幼児を対象とした外国文化ふれ
あい事業

保育園・幼稚園に外国語指導助手（ALT）を派遣し、挨拶や簡卖な
会話、歌、ｹﾞｰﾑを楽しむことを通じて、幼尐期から外国語や異文
化に慣れ親しむ機会をつくった。

2,973
0345
1045

38 継続 国民健康保健特別会計繰出金 国民健康保健特別会計への一般会計からの繰出金。 324,993 0303

39
主要
継続

裾野赤十字病院救急医療対策補
助事業

救急医療に対応するため、補助を実施した。 56,000 0401

40
主要
継続

裾野赤十字病院医療機器整備費
補助事業

医療機器の充実が図られるための補助を実施した。 15,000 0401

41
主要
継続

裾野赤十字病院医師確保等支援
事業

医師の事務負担を軽減するための職員に関わる経費を補助し、
医師の確保を図った。

2,000 0401

42 継続
裾野赤十字病院施設整備費補助
事業

裾野赤十字病院の医療環境の向上及び充実を図るため、施設の
整備に対し助成を行った。

70,168 0401

43 継続 沼津医師会救急医療委託事業
裾野市内における在宅輪番制による初期救急医療、外科第２次
救急医療、脳神経外科第２次救急医療及び循環器科第2次救急
医療に関し委託する事業。

19,018 0401

44 継続
沼津夜間救急医療ｾﾝﾀｰ運営事
業

沼津夜間救急医療ｾﾝﾀｰの運営について関係する3市3町が、人
口割、患者数割で負担金を交付する事業。

14,661 0401

45 継続
広域救急医療情報ｼｽﾃﾑ等運用
負担金

市民が安心して医療を受けられるように、二次救急医療の充実を
図るため、新たな広域救急医療情報ｼｽﾃﾑ等の運営事業とドク
ターバンク事業費の一部を負担した。

2,447 0401

46 新規 災害時の医療救護体制整備事業
災害時の医療救護体制整備のために必要な医薬品・消耗品等を
購入した。

1,415 410

47 継続 後期高齢者医療事業 後期高齢者医療特別会計への一般会計からの繰出金 67,772 0426

48 新規 ﾚｾﾌﾟﾄ二次点検委託事業
診療報酬請求明細書（ﾚｾﾌﾟﾄ）の増加に対応するため、点検の一
部（二次点検）を委託し、点検水準の維持・向上を図った。

739 5201

49 継続
健康・医療情報を活用した予防・
保健事業（ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ事業）

市の特性に沿った、効果的・効率的な予防・保健事業を図るため
の実施計画に基づき、生活習慣病の予防等を通じて、医療費の
削減に資した。

78 5302

50 新規 運転免許証自主返納者支援事業
高齢者の運転経歴証明書取得費用を助成し、運転免許証を自主
返納し易い環境を整えることにより、高齢者が関係する交通事故
の減尐を図った。

89 0282 【第2回補正】

51 継続 社会福祉協議会補助金事業
地域福祉の推進を目的に社会福祉法に基づき設置された社会福
祉協議会の運営費を補助した。

17,719 0301
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52
主要
継続

高齢者生きがい支援事業（地域
ふれあい塾）

一人暮らしや家に閉じこもりがちな高齢者を対象に、地域におけ
る生きがい対策又は介護予防活動を目的とし、「地域ふれあい
塾」として自治会が年間を通じて定期的かつ計画的におこなった。

912 0301

53 新規
臨時福祉給付金（経済対策分）給
付事業

平成31年9月までの２年半分を一括して給付事業をおこなった。
（15,000円/人）

79,438 0301
【繰越明許費：
79,438千円】

54 継続 介護保険事業 介護保険特別会計への一般会計からの繰出を実施した。 488,015 0304

55 継続 老人福祉ｾﾝﾀｰ運営事業 老人福祉ｾﾝﾀｰの維持保全及び管理を委託した。 13,403 0306

56 継続 敬老会事業
老人の日、老人週間にあたり、高齢者を敬い励ますことを目的に
敬老会を開催した。

25,606 0306

57 継続 高齢者医療費助成事業 高齢者の医療費自己負担の一部を助成した。 28,462 0306

58 継続 生きがい対応型ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業 独居老人高齢者に週3回ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等の各種ｻｰﾋﾞｽを提供した。 4,236 0306

59 継続 在宅高齢者等食事ｻｰﾋﾞｽ事業 独居（世帯）高齢者に週3回の配食と安否確認をおこなった。 2,479 0306

60 継続
老人日常生活用具給付・貸与事
業

介護認定を受けた在宅の高齢者が使用する紙おむつ等の購入費
を助成した。

7,271 0306

61 継続
高齢者保健福祉計画等策定調査
事業

第８次高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業計画（平成30～
32年度）を策定した。

501 0306

62 継続 老人ﾎｰﾑ入所措置事業
身寄りの無いか、身内からの支援を受ける事の困難な65歳以上
の高齢者で在宅での生活が困難な者に、生活の場を提供した。

42,112 0308

63 継続 生活保護事業(その他扶助含む)
生活保護者に対する、生活・住宅・介護・教育・医療等の扶助をお
こなった。

208,907 0365

64 継続 生活困窮者支援事業
生活困窮者からの相談に対応するため相談窓口等の拡充を図っ
た。（国制度改正事業）

5,485 0365

65
主要
新規

福祉保健会館大規模改修工事

福祉保健会館防水等改修工事を実施した。
平成６年に建設され建築後22年が経過し老朽化が進んでいること
から、平成29年度から平成31年度にかけて大規模改修工事を実
施する。

98,393 0409

66 継続 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ運営費補助事業
高齢者への就労支援や生きがい対策として、ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰの
運営に対し補助金を交付した。

11,700 0520

67 継続 重度障害者（児）医療費助成事業 重度障がい者（児）の医療費自己負担分を助成した。 88,995 0312

68 継続 障害者自立支援給付事業
在宅での入浴等の介護、外出への支援や、施設での介護・訓練
等にかかるｻｰﾋﾞｽの提供及び補装具の助成を行った。

594,179 0313 【第7回補正】

69 継続 障害者医療費助成事業 身体障がい者等に対して医療費を助成した。 18,740 0313

70 継続 障害児入所給付費等事業
児童発達支援、放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、保育所等訪問支援等を通し
て障害特性に応じた専門的な支援が受けられるようにした。

157,210 0313 【第7回補正】

71 継続 障害児者ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ事業 障がい児者に対する生活ｻｰﾋﾞｽを提供した。 470 0314

72
主要
継続

障害者相談支援事業
障がい者の課題解決や適切なｻｰﾋﾞｽ利用に向けて、ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
によりきめ細かく支援するため、福祉ｻｰﾋﾞｽ利用者全員へ計画相
談と合わせ一般相談の体制充実を図った。

28,416 0314

73 継続 難病患者介護家族ﾘﾌﾚｯｼｭ事業
在宅で人工呼吸器を使用している方等を対象に、患者家族の介
護負担の軽減を図るため、訪問看護費用の一部を助成した。

22 0314

74
主要
継続

みんなで子育てするまち推進事
業

子育てにやさしいまちの実現に向けて、地域全体が子育てを応援
し、男性も女性も家庭と仕事の両立ができる機運を醸成するため
の各種事業を長泉町と合同で実施した。

4,373 0340

２．成長するよろこびと地域のつながりでこころの豊かさを育む「すその」

№ 区分 事務事業名 事業概要 決算額
事業
コード 備　　考

75 継続 裾野市地域学校支援事業 地域ぐるみで学校の教育活動に関わるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を促進した。 923 1005

76 継続 不登校・問題行動等対策事業
学校支援相談員2名を配置し、市内の教育現場の抱える諸問題
(問題行動等)の改善を図った。

1,957 1005

77 継続 児童生徒健康診断事業 児童・生徒の健康診断及び就学時健康診断を行った。 20,019 1005

78 継続 非常勤講師派遣事業 TTによる学習支援及び児童の生活支援を行った。 85,330 1005

79 継続 学力向上支援事業
児童生徒の学力の向上を図るため、尐人数指導等、きめ細やか
な指導に当たる学力向上支援員（講師）を配置した。（小学校3
名、中学校1名）

9,815 1005
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80
将来
継続

「学びの森」運営事業

子どもに質の高い教育を提供していくために、「学びの森」を設
置・運営する。「学びの森」では専門的な指導員を配置し、①教職
員の研修体制の充実 ②学校と地域の連携協力の推進 ③児童生
徒、保護者との教育相談 を進めた。

14,645 1005

81 継続 特別支援員配置事業
児童生徒の学力向上の一環として、落ち着いた学習環境を確保
するため特別支援員を配置した。（小学校10名）

13,697 1005

82 継続 外国語教育・海外交流事業
小中学校の英語教育の充実に向け、質の高いＡＬＴ業者をﾌﾟﾛﾎﾟｰ
ｻﾞﾙ方式により選定した。

16,098 1005

83 継続 ふれあい教室事業

不登校対策事業の一環として適応指導教室を開設し、教育相談
員を配置することによって、不登校状態にある児童生徒及び保護
者への教育相談、並びに児童生徒への学習指導・生徒指導の強
化を図った。

6,589 1005

84
主要
新規

いじめ問題対策連絡協議会
【いじめ問題対策連絡協議会】
いじめ防止等に関係する機関及び団体との連携を図り、いじめ防
止のための対策の推進へつなげた。

48 1005

85
将来
継続

学力向上ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業
自主的な学習を希望する児童生徒の指導のために、放課後や夏
休みなどに学力向上ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを配置し、きめ細やかな学習支援体
制をつくった。

767 1006

86
将来
継続

ほんものとふれあう学習事業

児童・生徒が文化・芸術を鑑賞したり、外部講師（ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ・芸
術家など）の講演を聴くなど、ほんものとふれあう機会を設定し
た。小学校等でｱｰﾃｨｽﾄの生演奏を聴く場を設ける「公共ﾎｰﾙ音楽
活性化（おんかつ）事業」を同時に実施した。

2,880
1006
1088

学校教育：
1,800

生涯学習：
1,080

87
将来
新規

富岡第二小学校屋内運動場危険
改築事業

耐震診断の結果、極めて耐震性能が劣ることが判明したため、施
設改築に向けた基本設計を行った。

7,722 1011

88 新規 深良小学校受水槽改修事業
老朽化に伴いガラス繊維の溶け出しが懸念されるFRP製の受水
槽をステンレス製に更新した。

26,548 1011

89 継続 小学校管理運営事業 小学校施設の管理運営を行った。 167,099 1011

90 継続 自校給食小学校食器入替え事業 経年劣化した食器の更新を行った。 1,141 1021

91 継続 中学校管理運営事業 中学校施設の管理運営を行った。 89,142 1030

92 継続 東中学校昇降口棟地震改築事業
生徒が安心かつ快適に学校生活が送れるよう、昇降口棟の建替
工事を行った。

74,209 1030
【繰越明許費：
50,015千円】
【第1回補正】

93 新規
県道富士裾野線付け替えに伴う
西中学校石脇グラウンド設備等
改修事業

静岡県が進めている県道富士裾野線バイパスルート整備（栄橋
の架け替え）に伴い、グラウンド内の建築物や工作物等の支障物
件の撤去と代替施設を建設した。

3,150 1030 【第3回補正】

94 継続
深良中学校校舎耐震・防水改修
事業

生徒が安心かつ快適に学校生活を送ることができるよう、校舎の
耐震改修及び防水工事（Ⅰ期分）を行った。

95,665 1030
【繰越明許費：
95,665千円】
【第7回補正】

95 新規
深良中学校通学路防犯灯ＬＥＤ化
事業

通学路の安全対策の向上を図るため、Y-CITYｱﾙﾐ缶回収委員会
様からの寄附金により、通学路（校門～1-4号線交差点間）の防
犯灯（14箇所）をＬＥＤ照明に更新した。

2,014 1030
【繰越明許費：

2,014千円】

96 継続
給食センター受配校食器入替え
事業

経年劣化した食器の更新を行った。 755 1037

97
主要
継続

成人教育事業

市民大学や寿大学の開講、市民文芸誌の刉行、生涯学習情報誌
の発行、市民芸術祭開催など、子どもから高齢者までの学習活動
を支援した。また、成人教育関係団体の活動支援と事業費補助を
行った。

4,485 1059

98 継続 生涯学習ｾﾝﾀｰ管理事業 生涯学習ｾﾝﾀｰの維持・管理を行った。 20,348 1066

99 継続 生涯学習センター教養講座事業
市民一人一人が自分に合った学習に取り組めるよう、生涯学習ｾ
ﾝﾀｰ教養講座を開講した。また、講座生・利用者の学習成果を発
表する機会として「ゆうあいﾌﾟﾗｻﾞ祭」を開催した。

1,668 1067

100
主要
継続

青尐年教育事業
わたしの主張大会、成人式、ふるさと学級、親子ふれあい事業、
児童生徒の賞揚など、青尐年が学習・活躍する機会を設けた。ま
た、青尐年育成団体の活動支援と事業費補助を行った。

5,357 1058

101 継続 家庭教育事業
幼児を持つ母親学級・子育てセミナーの開講、保護者が行う家庭
教育学級への補助、家庭教育支援員の活用などにより、家庭教
育力の向上を図った。

1,008 1059

102
主要
継続

ﾗｸﾞﾋﾞｰｳｲﾒﾝｽﾞｾﾌﾞﾝｽﾞｼﾘｰｽﾞ大会
誘致事業

７人制女子ﾗｸﾞﾋﾞｰの全国大会を昨年度に引き続き裾野市運動公
園で開催した。実行委員会を発足し来場者にスポーツ体験事業を
行った。

810 1090

103
主要
継続

市民スポーツ振興事業
市民の健康増進や競技振興のため、市民・市内スポーツ団体の
活動や、スポーツをする環境を整えるための支援を行った。

10,620 1090

104
主要
継続

ＪＦＡﾌｯﾄﾎﾞｰﾙﾌｭｰﾁｬｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾄﾚｾ
ﾝ研修会U-12支援事業

ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙU-12研修会において、御殿場市及び両市のスポーツ・観
光・商業関係団体と協力し、地域紹介ﾌﾞｰｽや観光案内、シャトル
バスの補完を行った。

800 1090
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105
主要
継続

富士裾野高原マラソン大会補助
金

市外・県外から多くのランナーと家族が集まり、また、市民の多く
が運営に携わり開催された。

963 1090

106
主要
継続

生涯スポーツ推進事業
市民の健康維持･増進を図るため、５地区で６教室のスポーツ教
室事業を行った。

514 1091

107
主要
新規

運動公園設備改修事業
ラグビーワールドカップ及び東京オリンピックキャンプ地誘致に係
る整備の一環として、陸上競技場のトイレの洋式化に着手した。

2,138 1092

108 継続 学校体育施設開放運営事業
社会体育施策として、市内各小中学校の体育施設を市民に開放
した。

2,127 1095

109 継続 図書館施設管理事業 鈴木図書館及び文化ｾﾝﾀｰ図書室の管理運営を行った。 40,555 1061

110 継続 図書館施設改修事業 図書館施設の経年劣化に伴い、外壁改修工事等を行った。 2,648 1061

111
主要
継続

子ども連れ親子交流促進事業
子育て世帯を対象としたｲﾍﾞﾝﾄ事業の開催などにより、乳幼児を
連れた親子の利用を促進し、親子の交流や本に触れる機会の増
加を図った。

271 1062

112
主要
継続

ファーストブック事業
６か月の赤ちゃんと保護者に絵本をプレゼントし、絵本に出会う機
会をつくり親子のふれあいを図った。

812 1062

113
主要
継続

ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰﾄｰｸ・作家の講演会企画
運営事業

裾野市民が、興味を持ち参加できるような身近なﾃｰﾏで講演会を
企画し、ｶﾌｪのような気軽な雰囲気を演出し開催することで、図書
館の継続的な利用を促進した。

227 1062

114
主要
継続

親子読書推進・子育て支援事業
子育て世帯の親子を中心に、ゆっくり本を読んだり、楽しく話がで
きる場所をつくり開放し、読み聞かせを支援した。

239 1062

115 新規
子育てﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ～本を核として子
育てする取組～

未就学児と保護者に対し継続した子育て支援を行い、父親が積
極的に親子読書（家庭での読み聞かせ）に興味を持ち子育てに関
わることを目的とし、①セカンドブック事業(2歳児に絵本のプレゼ
ント）、②子育て関連ブックトレード(絵本の交換会、子育て講座)、
③暗闇図書館等の魅力あるイベントを実施した。

373 1062 【第2回補正】

116
主要
継続

指定文化財管理委託事業
市内の貴重な文化遺産の管理委託を行った。これにより、文化財
を保全するとともに利活用をはかった。

1,067 1068

117 継続 文化ｾﾝﾀｰ管理運営事業
施設を維持管理を行い、文化活動や芸術作品の発表の場を提供
し、文化事業を実施した。

108,467 1088

３．市民と行政が手を携えてつくる安心と活力のある「すその」

№ 区分 事務事業名 事業概要 決算額
事業
コード 備　　考

118 継続 区長活動支援事業 自治組織の円滑な運営を図るため、区長活動費を交付した。 11,853 0235

119 継続 区運営費補助事業
区の自治組織の円滑な運営、意思の反映及び行政の周知徹底を
図るため、区の事務処理に必要な事務費の一部を交付した。

35,154 0235

120 継続 ｺﾐｭﾆﾃｨ祭助成事業 5地区ｺﾐｭﾆﾃｨ祭の開催を支援した。 2,300 0235

121 継続 ｺﾐｭﾆﾃｨ助成事業
宝くじの社会貢献広報活動事業として、地域のｺﾐｭﾆﾃｨ活動支援
のため、活動に直接必要な設備等に対し助成を行った。

2,500 0235

122
主要
継続

深良地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ改修事業
コミュニティの拠点として活性化を図るため、老朽化が進む設備等
を改修するとともに、地域の防災拠点とするため耐震化を図った。

111,597 0254

123
主要
継続

地区集会所建設事業（上原区）
地区ｺﾐｭﾆﾃｨ活動の拠点となる地区集会所の整備を、地区要望に
より行った。（上原集会所）

47,426 0690

124
主要
継続

きれいなまちづくり推進事業
協働による「きれいなまちづくり推進事業(公共空間の環境美化活
動)」を推進した

823 1074

125
将来
継続

市民活動ｾﾝﾀｰ運営事業
ＮＰＯやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等による市民協働の推進と地域振興を図るた
め、市民活動ｾﾝﾀｰを設置・運営委託を実施した

6,145 1074

126
将来
新規

新しい公共を担う活動主体育成
事業

新しい公共を担うＮＰＯ法人や市民活動団体などの活動主体育成
に特化した支援事業を実施した

3,200 1,074

127
将来
継続

市民協働推進事業
市民協働を推進するため、市民協働によるまちづくり推進協議会
や地域ゼミの開催、地域づくり学習会・協働事業に補助等を行い
協働の推進を行った

2,756 1074

128
主要
継続

恋来い支援ｾﾝﾀｰ運営委託事業
恋来い支援ｾﾝﾀｰにおいて、出会いの場の提供や意識啓発セミ
ナー、相談業務委託を実施した

2,500 1074

129 継続 男女共同参画推進事業
性別に関係なく誰もが平等に機会を持ち活躍出来る男女共同参
画を推進するため、推進講座等を開催した

432 1075

130
主要
継続

新ｴﾈﾙｷﾞｰ機器等（防災・減災対
応型）導入補助事業

地球温暖化防止対策と防災および減災対策を推進するため、新ｴ
ﾈﾙｷﾞｰ機器の購入費用に対して助成した。

7,090 0285

131 継続 斎場管理運営事業 斎場を適切に管理運営を行った。 20,055 0420
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132
将来
継続

新火葬施設整備事業
長泉町と共同して新たな火葬施設を整備するため、計画を進め土
地等を購入するとともに、裾野市長泉町衛生施設組合に負担金を
支出した。

55,263 0421 【第2回補正】

133 継続
一般廃棄物収集運搬業務委託事
業

可燃ごみ・資源ごみ・埋立ごみ・粗大ごみ・その他ﾌﾟﾗ等のごみの
収集及び運搬業務を委託した。

137,574 0435

134 継続 ﾘｻｲｸﾙ推進事業
古紙類・金属類・その他のプラ等の資源のリサイクル回収及び選
別を行い、循環型社会の形成に努めた。

32,787 0435

135 継続 焼却・破砕施設等維持管理事業
各施設(機械設備)の運転及び維持管理及び公害対策を実施し
た。

198,834 0435

136 継続
裾野市長泉町衛生施設組合し尿
処理事業

裾野市長泉町衛生施設組合に、し尿処理にかかる費用を負担金
として支出した

219,535 0441

137 継続 最終処分場施設維持管理事業
ごみ焼却で発生したばい塵や焼却灰等及び市民の埋立て廃棄物
を埋立処分し、浸出水の適正管理を実施した。

50,526 0445

138 継続 市営墓地事業
第3号墓域の区画を販売及び墓域全体の管理を行い、併せて市
民協働で市民墓地の緑化を推進した。

44,632 6101

139
主要
継続

防災体制整備事業
第４次被害想定に伴い防災計画を見直し、地震津波対策等交付
金を活用して、避難所や救護所用防災資機材の充実を図ると共
に、各地区等において防災訓練実施を推進した。

52,586 0287

140
主要
新規

静岡県２市２町総合防災訓練（裾
野市会場）

裾野市と静岡県、沼津市、長泉町、清水町とで、総合防災訓練を
実施した。裾野市がメイン会場となり多くの訓練を実施できた。

4,963 0287

141 継続 裾野警察署管内防犯協会負担金 裾野警察署管内防犯協会の活動に対する負担金。 2,790 0289

142 継続 防犯灯整備補助事業
地区が管理する既存の防犯灯が、地区により適切に管理できるよ
うに努め、合わせて各地区の防犯灯の高照度化推進を図った。

11,660 0289

143 継続 交通安全施設整備事業
道路反射鏡や区画線等の道路上にある交通安全施設を必要に
応じて新設し、又、施設が有効に機能するよう維持修繕を行った。

5,892 0282

144 継続 消費生活に関する啓発活動
市民を様々な消費者ﾄﾗﾌﾞﾙから守るために、相談業務等を実施し
た。

486 0730

145 新規 消費者被害未然防止事業

高齢者等市民が詐欺や悪質商法の被害に合わないための対策
として、迷惑電話のデータベースを活用して悪質な電話勧誘を自
動的にブロックする迷惑電話非着信装置を60世帯に無料設置し
た。

1,224 0730

146
主要
継続

富士山单東消防組合負担金事業

二市一町（裾野市・三島市・長泉町）の消防救急体制の整備のた
めの負担金。
【Ｈ29主な事業：①新署所整備事業・②車両整備・③指令システム
改修】

749,035 0901

147
主要
継続

消防団等活動支援事業
地震等の大規模災害から住民の生命、身体及び財産を守るた
め、各消防分団及び防火団体に救助用資機材等整備を行なっ
た。

58,451 0910

148 継続 消防施設整備維持管理事業
消火栓や消防ポンプ車等の消防活動上必要な施設、資機材を整
備、維持管理した。

21,104 0920

４．豊かな自然と暮らしやすさが調和した「すその」

№ 区分 事務事業名 事業概要 決算額
事業
コード 備　　考

149
将来
新規

緑の基本計画策定事業

平成29・30年度の2ケ年で緑の基本計画を改定する。平成29年度
は、現況の把握、緑の現況の解析・評価、緑の課題の整理、計画
の基本方針、計画の目標水準、緑地の配置方針までの（案）を作
成した。

3,596 0080

150
将来
新規

立地適正化計画策定事業
人口減尐を見据えた持続可能な集約・連携の都市づくりを推進す
るため、都市全体を見渡しながら居住や医療、福祉、商業などの
施設・機能の誘導を図るための計画(素案）を作成した。

8,391 0860

151 継続 地籍調査推進事業
平成22年度からの第6次国土調査事業10ヵ年計画に基づき、計
画的な事業推進を図った。

12,288 0890 【第2回補正】

152
将来
新規

岩波駅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備事業
誰もが安心安全に岩波駅を利用するため、駅構内にｴﾚﾍﾞｰﾀｰ等
を整備しﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化を図るための工事に対して助成した。　工期：
Ｈ29～32年度

35,518 0222 【第1回補正】

153
将来
新規

北部まちづくり計画事業
北部の都市計画（地区計画・農政協議・河川協議等）に係る関係
機関との協議を実施した。

5,665 0860

154
将来
継続

宅地分譲促進事業
市街化区域内の未利用地の優良宅地化を促進するため、基準を
満たした宅地分譲事業に対して助成した。
宅地分譲事業に対して助成した。（40万円×25区画）

11,900 0863
【繰越明許費：

9,500千円】

155 継続 裾野駅西土地区画整理事業
事業見直し(案)に基づき、都市計画決定や事業計画、実施計画の
変更作業、換地や道路の変更設計などの作業を行った。また、事
業継続箇所については、工事や建物移転等を行った。

403,649 0873

【繰越明許費：
84,494千円】
【事故繰越：
7,059千円】
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156
主要
新規

駅西公衆トイレ新築工事
駅西区画整理事業に伴い、駅前広場整備のため、裾野駅西口ト
イレを移設した。
　（既設トイレの撤去及び新築トイレの設置）

20,060 0880

157
主要
継続

TOUKAI-０事業
木造住宅等の建築物耐震化を推進するためTOUKAI-0事業を活
用し、耐震補強工事の費用に対し補助を行った。また、がけ地か
らの移転費用に対し補助を行った。

38,989 0804
【繰越明許費：

4,365千円】
【第5回補正】

158
主要
継続

市内公園等の維持管理事業
都市公園・児童公園等の維持管理を実施した。（都市公園：17箇
所　児童公園：2箇所）

13,032 0880

159 継続 市営住宅維持管理事業 市営住宅の維持管理(法定点検や修繕工事等）を行った。 43,355 0895

160 新規 市営柳端団地解体事業

　公営住宅等長寿命化計画及び公共施設等総合管理計画で掲
げた借地の計画的解消を図るため、入居停止中の市営柳端団地
について、居住者の移転合意を得たうえで移転補償を行い、解体
工事を実施し借地を返還した。

12,107 0895 【第2回補正】

161 継続
農地整備事業
（通作条件・農道保全対策）

県営による深良单堀～須釜間の市道1-4号線道路改良工事を推
進するための市負担金を支出した。

4,500 0622

162 継続 道路関係管理事業
道路台帳、工事図面等の整備や建設補助金・負担金により、道路
維持の効率的管理を行った。

21,043 0803

163
将来
継続

（仮称）神山深良線整備事業
朝夕の渋滞解消のため、深良地先の市道1-4号線（農免道路）と
御殿場市神山地先を結ぶ道路整備の進捗を図った。

17,927 0803 【第7回補正】

164 継続 道路維持事業
道路の修繕、草刈り、原材料支給により、道路機能の維持を図っ
た。

49,921 0806 【第5回補正】

165
将来
継続

東西地区(市街化区域）道路整備
計画に基づく道路整備事業

市街化区域内未利用地の宅地化及び、安全な通学路確保のため
市道1389号線（稲荷・茶畑）、市道2019号線（二ツ屋・佐野）、市道
1099号線（茶畑）等の道路整備を実施した。

81,485 0809
【第2回補正】
【繰越明許費：
13,300千円】

166
主要
継続

橋梁維持事業（耐震補強）
安全・供用・復旧性の強化をはかるため、緊急輸送路及び避難路
上の道路橋の耐震補強設計及び工事を実施した。

25,414 0812 【第2回補正】

167
主要
継続

橋梁長寿命化に基づく点検及び
計画再策定事業

道路橋の効率的な維持及び修繕を図れるように、5年に1回の定
期点検を実施した。

16,960 0812
【第2回補正】
【第7回補正】

168
主要
継続

橋梁維持事業（長寿命化修繕）
道路橋の定期点検結果により、修繕の必要があると診断された
橋梁において、安全性の向上及び橋梁の延命を目的として、設計
委託及び修繕工事を実施した。

45,091 0812

【第2回補正】
【第7回補正】
【繰越明許費：
18,984千円】

169
主要
継続

橋梁維持事業（東名跨道橋長寿
命化修繕）

道路橋の定期点検結果により、修繕の必要があると診断された
東名跨道橋において、設計委託及び修繕工事を実施した。

26,993 0812 【第7回補正】

170 継続 民生安定施設道路整備事業 演習場周辺の道路整備事業（单外周道路）を実施した。 4,308 0815

171 継続 特定防衛施設整備事業
市道2274号線（金沢）、市道4388号線（須山）、市道3185号線（佐
野）等の道路改良を実施した。

203,330 0829

172 継続 道路ｽﾄｯｸ総点検・補修事業
修繕の必要があると診断された箇所において、安全性の向上及
び道路及び構造物の延命を目的に、修繕工事を実施するととも
に、道路照明灯の点検を実施した。

15,093 0832
【第2回補正】
【繰越明許費：

5,142千円】

173
将来
継続

市道2-18号線道路整備事業
将来の交通需要及び市街地の発展に対応するため、深良地区と
裾野駅周辺の市街地を单北に結ぶ幹線道路を整備した。

60,913 0832
【繰越明許費：
14,434千円】

174 継続 市道2383号線道路改築事業
市道2383号線（下和田地区呼子住宅団地から県道富士裾野線
間）を整備した。

95,119 0832
【繰越明許費：

9,845千円】

175
将来
継続

市道1-26号線整備事業
都市計画街路平松深良線整備に伴う通過車両の生活道路への
流入を防ぐため、平松深良線（公文名工区）の終点部と市道1－4
号線（農免道路）間を整備した。

33,255 0832

176
将来
継続

都市計画街路平松深良線整備事
業

市内の幹線道路を整備するため、平松深良線のうち市民体育館
前通りから千福公文名線、佐野茶畑線から駅東通り間を整備し
た。

26,353 0878

177 継続 すそのーる運行委託事業
中心市街地の活性化と住民の利便性向上のため裾野駅を起点と
した循環バス3路線を運行を行った。

28,039 0222

178 継続 自主運行バス運行委託事業 岩波駅バス路線、青葉台路線の自主運行事業を行った。 5,082 0222

179
将来
新規

地域公共交通網形成計画策定事
業

当市の公共交通の実態調査と、将来の展望を調査研究し、地域
公共交通の中長期的な取り組みを示し、人口減尐、尐子高齢化
に対応する「地域公共交通網形成計画」の原案の策定を行った。

2,662 0222

180 継続 市卖独土地改良事業
安定した農業経営を図るために、農業用排水路の新設、改良を
行った。

36,213 0640

181 新規
林業施設（林業機械）設置助成事
業

間伐事業を継続し、市内の森林の環境整備を促進するため、国
庫補助（防衛）を活用し、裾野市森林組合所有の林業機械（ｸﾞﾗｯﾌﾟ
ﾙｼｮﾍﾞﾙ）の更新費用の一部を助成した。

17,820 0653
【繰越明許費：
17,820千円】

182 継続 市卖独林道整備事業
補助事業で対処できない既設林道の改良、舗装工事等を市費で
施工し、効果的な林業経営や森林の適正な管理を行った。

11,170 0663
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183 継続
東富士演習場緑地帯撫育管理事
業

東富士演習場に起因する水害を軽減すると共に周辺環境保全の
ため設置された緑地帯の撫育管理を行った。

13,977 0681

184 継続
東富士演習場内洪水調節池管理
事業

東富士演習場内の洪水調節池（又沢・用沢・金沢・搗の木）の除
草・排砂等の管理業務を行った。

22,009 0691

185 継続 河川維持事業 河川の改修、草刈、浚渫により河川機能の維持を図った。 5,064 0835

186 継続 十里木高原簡易水道事業
十里木高原簡易水道事業として、管路整備及び運営を行うこと
で、十里木地区の水道の安定供給を図った。

11,403 0422

187 継続 水道企業会計工事負担金 水道企業会計に対しての工事費を負担金した。 14,718
0803
0873
5601

建設管理：
3,562

区画整理：
4,427

上下水道：
6,729

188 継続 公共下水道整備事業
管渠整備について、富沢・桃園地区の一部を供用開始できるよう
進め 、順次区域を拡大すべく工事を実施した。

391,169 5601
【繰越明許費：
34,064千円】

189 新規
下水道事業都市計画決定変更関
連事業（ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ関連）

基本計画、認可区域等の確認をし、10年で概成する明確な実施
計画であるｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを策定した。

3,564 5601

５．今ある魅力と資源を再発見し、未来へつなげる「すその」

№ 区分 事務事業名 事業概要 決算額
事業
コード 備　　考

190 継続
駿東地域職業訓練ｾﾝﾀｰ運営助
成事業

地域の産業経済の発展を図るため、職業訓練や教育訓練を行う
駿東地域職業訓練ｾﾝﾀｰに対し2市1町で運営費を助成した。

5,550 0501

191
将来
継続

住宅建設等促進事業
定住人口の増加及び地域経済の振興を図ることを目的として、住
宅の新築等に対して助成した。新築33戸(上限50万円)・耐震補
強・ﾘﾌｫｰﾑ28戸(上限20万円)

22,768 0701
【繰越明許費：

7,584千円】
【第5回補正】

192
主要
継続

中小企業支援事業
産業の発展や多様化を促進するため、経営革新・技術開発等に
取り組む市内中小企業に対し、利子補給や補助等の支援を実施
した。

3,274 0701 【第5回補正】

193 継続
富士山すその阿波おどり大会運
営費補助事業

裾野駅周辺の活性化と賑わい創出を支援するため、「富士山すそ
の阿波おどり大会」の運営に対して補助した。

2,000 0710

194
将来
継続

産業連携地域プラットフォーム構
築事業（産業基本計画に基づく産
業の活性化）

富士山のすそ野で分野を越えたイノベーションが起こるまちとして
魅力を高め、新たな事業創造や起業を呼び込み続ける地域、企
業と地域産業の連携促進を図るために、設立された「産業連携地
域プラットフォーム」を運営し、個人事業者及び中小企業の起業や
販路拡大を支援し、市内産業の活性化を図るため、専門機関と連
携した相談会等を実施した。

25,390 0710

195 新規 女性の就業・起業支援実施事業
女性の働きやすい就業環境をつくり、女性の起業を支援するた
め、①女性就業のニーズ、シーズ調査　②女性に特化した起業、
就業相談等の事業を実施した。

2,139 0710 【第2回補正】

196
将来
継続

企業立地促進事業
企業の誘致及び立地維持を図るため、事業用地取得費、建物機
械設備取得費等に対し補助金を支出した。

68,404 0711 【第2回補正】

197
主要
継続

県営中山間地域総合整備事業
（生産基盤型）負担金（深良地区）

県営による深良柏木田・西原地区の圃場整備を推進するための
市負担金。

4,800 0608

198 継続 鳥獣被害防止対策事業
農作物被害軽減のため、「鳥獣被害防止計画」に基づき、有害鳥
獣捕獲関連事業を実施した。

4,877 0608

199
主要
継続

地域戦略作物活性化支援事業
薬用作物とそばを地域戦略作物に位置付け、同作物の作付に対
する補助を行うことにより、耕作放棄地の解消、農産物の６次産
業化・新たな特産物の創出を図った。

2,483 0608

200
将来
継続

屋上緑化推進事業生産者活動助
成事業

平成27年度から地方創生事業として、軽量・薄層技術による付加
価値の高い緑化作物の栽培方法を確立するため、試験圃場の整
備、栽培に取り組んだ。平成29年度は事業者組織の運営支援と
同時に、販路開拓・拡大等の事業化を加速させ、農業者の収益拡
大、雇用の拡大を図った。

10,063 0608

201
主要
継続

農業振興地域整備計画策定事業
　「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき策定されている
裾野市農業振興地域整備計画について、平成28年度の基礎調査
に引き続き、計画変更を実施した。

4,860 0608

202 新規
深良柏木田・西原耕地ほ場整備
事業

県営中山間地域総合整備事業による深良柏木田・西原地区のほ
場整備を推進するための市負担金を増額した。

10,200 0608 【第7回補正】

203
将来
継続

地域農業担い手支援事業
将来の農業の担い手を確保するため、農業用機械・施設導入費
用や販路拡大のための展示会出展費用等に対して助成した。

370
0603
0608

204
主要
継続

景観作物促進事業補助金
「裾野市ﾊﾟﾉﾗﾏﾛｰﾄﾞを花でいっぱいにする会」の運営に対して補助
を行った。

1,330 0611
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205 継続 特産作物奨励助成事業
水田において、市で奨励する特定作物の生産や販売をする農業
者への助成を行った。

500 0619

206
主要
継続

県営林道裾野愛鷹線整備事業
愛鷹山麓地域の既存林道を結ぶ森林基幹林道を整備することに
より、林業振興を図った。

8,964 0653

207
主要
継続

花の会補助事業
会員相互の親睦と花を通じて住みよい地域づくりを推進するた
め、活動に対して助成した。

120 0653

208 継続 裾野市夏まつり補助事業 すその夏まつりの運営に対して補助した。 17,000 0720

209 継続 観光振興事業
裾野市を内外に発信し、交流人口増加を目的として、観光振興事
業等に取り組んだ。

4,607 0720

210 継続 観光施設整備管理事業 公園施設の整備管理のために修繕や工事を実施した。 1,018 0720

211
主要
継続

交流人口拡大ｲﾍﾞﾝﾄ事業
地域資源を活用した観光振興を図り、交流人口を拡大させるた
め、「パノラマロード」「中央公園」「市内ゴルフ場」を活用した観光
イベントを実施した。

3,896 0720

212
主要
継続

体験型観光プログラム事業
　地域資源を活用しつつ、更なる掘り起しを図るため、「おんぱく」
形式の参加型イベントを実施した。

1,500 0720

213 新規 景ヶ島渓谷公衆ﾄｲﾚ整備事業
繰越明許により平成28年度から繰り越した事業費により、景ヶ島
渓谷公衆トイレを整備した。

8,864 0720
【繰越明許費：

8,864千円】

214 継続 首都圏向けﾗｯﾋﾟﾝｸﾞﾊﾞｽ運行事業
裾野市のPR及び移住促進を図るため、全面広告の高速ﾊﾞｽを通
年運行することにより、首都圏への近接性や市の認知度を高める
ことを実施した。

901 0210

215
将来
継続

定住・移住促進事業 定住・移住を促進するため、移住ｾﾐﾅｰへの出展を実施した。 165 0210

216
将来
継続

ふるさと納税推進事業
裾野市の名産品や観光施設等を返礼品とした「ふるさと納税」制
度を活用し、市のＰＲと合わせて税収の増額に取り組んだ。

7,300 0210

217
将来
継続

ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業
市の魅力を創出し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力や認知度のｱｯﾌﾟを図るため、県内外
へ戦略的な情報発信を行った。市ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ“すそのん”の活
用やﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝなどの充実を図った。

4,137 0210

218
主要
継続

地域資源発掘事業 当市のまち・ひと・しごと創生の主要な視点の一つ「シビックプライ
ド」形成に資する地域資源発掘を行った。

86 0222

６．健全な行政をみんなが実感できる市民と未来に開かれた「すその」

№ 区分 事務事業名 事業概要 決算額
事業
コード 備　　考

219 継続 広報紙作成事業
月２回（年22回）広報紙を発行し、市内の出来事、市の取り組みを
市民に広報した。

12,383 0209

220 継続 市ｳｪﾌﾞｻｲﾄｻｰﾋﾞｽ提供事業
平成29年度に全面ﾘﾆｭｰｱﾙした市公式ウェブサイトの保守管理と
ＣＭＳ研修を行い、円滑な移行を図った。

2,592 0209

221 継続 無線管理事業
防災行政無線放送施設の保守点検や戸別受信機修理等、施設
維持の管理に関する事業を実施した。

2,209 0294

222
主要
継続

東富士演習場無線放送施設設置
助成事業

平成27～40年度までの14年間で市内全域の防災行政無線をﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ施設に更新する。平成29年度は、親局設備の操作卓と遠隔装
置を更新した。

48,025 0298

223 継続 普通財産管理事業 普通財産市有地の適正な維持管理及び処分に努めた。 5,751 0218

224 継続 庁舎維持管理事業
来庁者及び庁舎を使用する職員の利便向上に努めるよう、庁舎
の維持管理を適正に行い、より効率的に庁舎の機能を保全した。

60,802 0219
【繰越明許費：

4,399千円】

225 継続 ﾈｯﾄﾜｰｸ管理事業
庁内LAN回線、LGWAN回線等、庁内外のﾈｯﾄﾜｰｸを安定的に運
用できるよう、維持管理を行った。

23,343 0237

226 継続
社会保障・税共通番号（ﾏｲﾅﾝ
ﾊﾞｰ）制度関連事業

社会保障・税に関する共通番号制度導入に対応するため、住民
基本台帳ｼｽﾃﾑ及び関連ｼｽﾃﾑを改修を行った。

5,875 0237

227 継続 基幹業務ｼｽﾃﾑ管理事業
住民記録や税等の基幹業務ｼｽﾃﾑを安定稼働させるｼｽﾃﾑの維持
管理と更新を行った。

103,220 0237

228 継続 情報ｼｽﾃﾑ管理事業 庁内ｼｽﾃﾑを安定的に運用できるよう保守管理を行った。 14,575 0237

229
主要
継続

ｾｷｭﾘﾃｨ対策事業
国の指針である「新たな自治体情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策の抜本的強化」
に対応した、ﾈｯﾄﾜｰｸ強靭化などの事業を行った。

4,002 0237

230
主要
継続

住民票等ｺﾝﾋﾞﾆ交付事業
市民ｻｰﾋﾞｽの向上を図るため、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを用いて住民票等を
ｺﾝﾋﾞﾆで取得できるｻｰﾋﾞｽを提供した。

6,824 0245

231 継続 市民課窓口委託事業
住民票交付などの市民ｻｰﾋﾞｽの向上を図るため、窓口業務を外
部委したる。

22,605 0245
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232 継続 裾野市長選挙
平成30年1月28日任期満了となる裾野市長選挙を1月21日に執行
した。

15,264 0252

233 継続 統計調査事業 統計法に基づく指定統計を実施した。 1,047 0266

234 継続 市債償還事業 借り上げた市債について、計画的に償還した。 1,908,703 1201

235 継続 裾野市地番図精度向上事業

土地・家屋の正確な位置を表示する地番図（編集図）の精度向上
を図ることにより、課税ﾃﾞｰﾀや各種図面の精度向上を図る。併せ
て、平成30年度評価替えに向け、市街化調整区域の宅地等に、
側方・二方路線の加算評価を実施した。

3,564 0247

236 継続 固定資産税等賦課事務事業
固定資産税等賦課のため評価・異動等を行った。また、平成30年
度評価替えに向けた事業を行った。

20,061 0247

237 継続
下水道事業地方公営企業法適用
化事業

平成30年度に地方公営企業法の全部適用に向け、企業会計化
等の取組を推進した。

12,720 5604

238 継続 職員研修事業
多様な行政課題や市民ﾆｰｽﾞに対応できる人材を育成するため、
また、公務員としての倫理について職員に対して研修を行った。

5,316 0206

239
主要
継続

裾野市平和都市宣言に伴う中学
生広島派遣事業

平和都市宣言に伴い、平和への願いと意識の醸成を図るため、7
月26日から28日までに市内中学校の代表生徒10名を広島に派遣
し、戦争と平和について体感したことを市民等に広く伝えた。

730 0201

240 継続 広域行政推進事業 近隣市町で広域的に連携してできる事業を実施した。 168 0222

241
主要
新規

総合計画・総合戦略管理事業（み
らい会議）

まちの魅力を広く市民が共有する場、行政の取組み状況を行政
が報告し、市民が確認する場として開催し、第4次裾野市総合計
画後期基本計画及び裾野市総合戦略の進捗管理を行った。

766 0222

242 継続 裾野市海外友好協会補助事業
姉妹都市ﾌﾗﾝｸｽﾄﾝ市への小中学生の短期派遣事業や国際交流
ﾌｪｱ及び各種講座などの開催を通じ、国際交流の推進や市民の
国際感覚の向上を図った。

3,100 0234

243 継続 演習場対策事業
演習場使用に伴う利害関係者及び周辺住民との諸問題を解決す
るため、国との調整を行うとともに周辺2市1町との連絡調整を
図った。

2,889
0675
0676

244 継続 議会事務局運営事業
議会の意思決定や、委員会の議論を積極的に情報提供できる環
境整備を検討、実施し、市民が正確で容易に情報収集できる環境
を整えた。

197,994 0101

245 継続 監査事務事業
各会計の決算審査、例月出納検査及び定期・財政援助団体等監
査・工事監査等を実施した。

20,802 280

　　　　　　　　　　　　　　※区分について　主要：主要事業　　将来：将来投資枠事業　　新規：新規事業　　継続：継続事業
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